
 

 

 

 

 

 

 

 
【主な特徴】 

① 設問数・配点・出題傾向は昨年と変わらず。リスニングや単語の書き取りは易しくなった。 

② 長文を速読し、解答に必要な情報を探して解答する手際の良さが必要なのは例年通り。 

 

【新中２・新中３生へ】 

今年はコロナ禍による休校措置を鑑み、中３で学習する単語が範囲外となった影響もあり、文法問題に

ついては比較的取り組みやすい問題が多い印象でした。その反面、問６や問８のような長文では話の流

れから不適切であろうと思われる英文を消去法で消して正解を見つけ出すような設問があり、差がつき

やすいと思われます。高得点を狙うためにも、早期から英語の長文に親しむようにしましょう。 

【出題形式】 
問１：リスニング 
形式は例年と同じだが、解きにくかった(ウ)の問題が解

きやすくなった。 

問２：空欄補充（単語） 
書き入れる単語は famous, swimming, language。今年は

特例として中２で習う単語までという出題制限があったた

め易しかった。 

問３：適語（語句）選択 
 時制に関する問題が２題で、他は疑問詞 which、SVCの文

型を取る動詞（looks）。いずれも易しい。 

問４：整序英作文 
最上級と in/of の使い分け、分詞の後置修飾、受動態と

前置詞(through)、want 人 to do を問う出題。(ウ)は「子

犬の目を通じて書かれている」という少々変わった意味の

英文を作らなければいけないが、それ以外の設問は平易。 

 

次の(ア)～(エ)の文の（  ）の中に入れるのに最も適するものを、あとの 1～4 の中からそれぞれ一つずつ選び、その番号を書

きなさい。 

 

(ア) (      ) do you have for breakfast, rice or bread? 

  1. When  2. Which  3. Why  4. How 

(イ) The new library near the station (      ) great. 

    1. looks       2. sees  3. gives  4. takes 

(ウ) She (      ) cold water when she arrives at school. 

    1. drinks  2. is drinking 3. drank  4. has drunk 

(エ) My grandfather lives in Osaka, and I (      ) him for two months. 

    1. don’t see  2. was seeing 3. was seen 4. haven’t seen 

 

《解答》(ア)2  (イ)1  (ウ)3  (エ)4 

問５：イラスト英作文 
今年も１題。直後の応答文から「何人の生徒が映画を見るん

ですか」という英文を作る。How many students のカタマリが

主語になるため肯定文の語順になるところが肝。 
問６：資料活用読解 
「食糧問題」をテーマにした英文。内容がある程度予想でき

るのは救い。(ア)の脱文挿入は①と②の微妙な差を見極める必

要がある。(イ)も直後の but以下を参考にして類推する。 

問７：図表読解 
会話からルートをたどる問題と、人物の略歴とそれにまつわ

る文章の読解。取り組みやすい。 

問８：長文読解（対話文） 
「図書館でのボランティア」をテーマにした対話文。(ア)の

タイムテーブルは落ち着いて解く。(イ)は会話の流れを追わな

いと正解できない。(ウ)は b,c,dを消去できれば即答できる。 

(イ)SVCの文型を取れるのは…？ 

(ウ)・(エ)いずれも文の後半に注目。(ウ)は when以下の時制（過去形）に合わせる。 

 (エ)は for two monthsがあるので「ずっと…」の意味になるものを選ぶ。 


